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労 働 運 動 委 員 会 ニ ュ ー ス
№２１９ ２０１９年１月１５日

１
月

日
、
東
京
・
新
橋
で

11

「

新
春
全
労
協
・
東
京
全
労

19
協
団
結
旗
開
き
」
が
、
全
労
協

に
結
集
す
る
労
働
組
合
、
労
働

者
の
仲
間
た
ち
が
、
２
０
０
人

参
加
し
た
。
金
澤
壽
前
議
長
か

ら
引
き
継
い
だ
渡
邉
洋
議
長
の

「
労
働
組
合
の
団
結
こ
そ
力
だ
」

と
声
高
ら
か
に
新
年
の
挨
拶
が

あ
っ
た
。

団
結
旗
開
き
に
は
、
岡
崎
ひ

ろ
み
委
員
長
が
来
賓
と
し
て
出

席
し
て
挨
拶
を
し
た
。

労働運動委員会学習交流会

2月16日(土) 開会10:30
神保町区民館（３Ｆ・Ａ室）
◆テーマ「労働運動の成果と課題」

■19年労働運動の提言

■次代を担う青年労働者の発言

■労働運動を躍進させるユニオン

新
春
全
労
協
団
結
旗
開
き

19
岡
﨑
ひ
ろ
み
委
員
長
が
連
帯
挨
拶

「
昨
年
も
こ
の
全
労
協
・

東
京
全
労
協
の
団
結
旗
開
き

に
お
招
き
い
た
だ
き
ま
し
て
、

皆
さ
ん
の
本
当
に
元
気
な
お

顔
を
見
て
、
こ
こ
に
一
緒
に

闘
え
る
人
た
ち
が
い
る
と
い

う
こ
と
を
実
感
を
い
た
し
ま

し
た
。
私
自
身
も
労
働
運
動

の
中
で
育
っ
た
人
間
で
ご
ざ

い
ま
す
。
現
場
に
い
る
人
た

ち
が
自
分
が
い
か
に
差
別
さ

れ
て
い
る
か
、
そ
れ
は
自
分

が
悪
い
ん
じ
ゃ
な
い
。
周
り

く
っ
た
時
代
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
い
つ
の
間
に
か
、

あ
き
ら
め
て
い
な
い
か
、

と

言
う
こ
と
を
最
近
つ
く
づ
く

と
思
い
ま
す
。
今
年
の
自
治

体
選
挙
は
、
沖
縄
の
あ
の
闘

い
に
学
ぶ
と
き
だ
と
思
い
ま

す
。
お
互
い
が
こ
の1

年
元

気
で
頑
張
り
抜
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
皆
さ
ん
と
一
緒

に
！
」

＝
抜
粋
＝

い
と
言
う
お
話
し
を
い
た
だ

き
ま
し
た
け
ど
、
我
々
を
人

と
し
て
扱
え
、
我
々
は
人
間

で
あ
る
。
当
た
り
前
に
生
き

て
い
く
こ
と
を
求
め
る
こ
と

は
当
然
あ
る
こ
と
が
お
互
い

に
理
解
さ
れ
る
と
き
に
や
っ

ぱ
り
運
動
に
な
り
ま
し
た
。

う
ね
り
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
労
働
者
を
し
て
政
治
を

変
え
る
力
と
い
う
も
の
を
つ

日
本
の
有
給
休
暇
取
得
率
が
３
年
連
続
最
下
位

最
も
低
か
っ
た
。
取
得
時
に

強
い
罪
悪
感
を
持
つ
と
い
う

調
査
結
果
だ
っ
た
。
最
下
位3

年
連
続
で
改
善
の
兆
し
は
ま

っ
た
く
見
ら
れ
な
い
。

安
倍
政
権
の
進
め
る
「
働

き
方
」
と
は
相
反
す
る
当
然

な
調
査
結
果
に
な
っ
て
い
る
。

人
手
不
足
も
叫
ば
れ
て
い
る

が
、
日
本
企
業
の
ブ
ラ
ッ
ク

が
要
因
に
あ
る
。
企
業
は
要

員
確
保
も
し
な
い
で
、
人
手

不
足
を
休
暇
厳
禁
、
残
業
強

要
で
、
搾
取
に
拍
車
を
か
け

る
。
成
果
主
義
で
労
働
者
を

い
じ
め
、
健
康
破
壊
が
続
い

て
い
る
。

日
本
は
、
世
界
一
有
休
が
取

り
に
く
い
国
。
旅
行
予
約
サ
イ

ト
運
営
会
社
（
エ
ク
ス
ペ
デ
ア
）

が
ま
と
め
た
欧
州
・
ア
ジ
ア
な

ど

の
国
・
地
域
で
、
日
本
は

19
有
給
休
暇
の
取
得
率
が

％
が

50

の
仲
間
た
ち

が
ど
う
し
て

声
を
上
げ
て

も
う
ま
く
い

か
な
い
の
か
、

そ
れ
は
我
々

の
せ
い
で
は

な
い
。
大
き

な
社
会
の
仕

組
み
の
中
で
、

先
ほ
ど
も
我

々
は
労
働
力

と
し
か
扱
わ

れ
て
い
な
い
。

人
と
し
て
扱

わ
れ
て
い
な



１
月

日
、
日
本
教
育
会
館
（
東

12

京
）
で
新
社
会
党
新
春
旗
開
き
が

開
か
れ
た
。
そ
の
前
段
に
、
日
本

労
働
弁
護
団
幹
事
長
の
棗
一
郎
弁

護
士
を
招
き
、
「
外
国
人
労
働
者

の
現
状
と
新
出
入
国
管
理
法
の
問

題
点
」
を
テ
ー
マ
に
１
時
間
あ
ま

り
の
講
演
を
受
け
た
。

年
党
新
春
講
演
会
（
棗
一
郎
弁
護
士
）

19「
新
移
民
制
度
の
不
安
と
課
題
」
技
能
実
習
生
廃
止
を

外
国
人
技
能
実
習
生
受
け
入
れ
団
体
に
マ
ー
ジ
ン

人
材
派
遣
業
界
が
狙
う
「
監
理
団
体
」

棗
弁
護
士
は
、
日
本
労
働
弁

護
団
幹
事
長
と
し
て
、
昨
年
の

月

日
に
「
外
国
人
労
働
者

10

31

受
入
れ
制
度
創
設
に
対
す
る
声

明
」
を
発
表
し
、
技
能
実
習
生

は
即
時
廃
止
を
求
め
る
こ
と
を

強
調
し
た
。
し
か
し
、
世
論
調

査
で

％
が
反
対
し
て
い
た

68

「
改
正
入
管
法
」
を
安
倍
政
権

パ
ソ
ナ
グ
ル
ー
プ
が
１
月

日
発
表
し
た

年

月
連

11

18

11

労
働
・
著
し
い
人
権
侵
害
が

横
行
し
て
い
る
こ
れ
ま
で
の

技
能
実
習
生
制
度
を
温
存
し

た
ま
ま
「
単
純
労
働
」
を
拡

大
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

ま
ず
は
新
外
国
人
労
働
者
制

度
を
導
入
す
る
前
に
技
能
実

習
制
度
を
直
ち
に
廃
止
す
べ

経
済
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

の
中
心
に
な
っ
て
、
労
働
者

の
オ
ー
ル
非
正
規
化
を
推
進

・
扇
動
す
る
悪
代
官
。

改
正
派
遣
法
で
の
私
腹
を

肥
や
し
た
パ
ソ
ナ
グ
ル
ー
プ

の
決
算
を
見
れ
ば
明
ら
か
だ
。

安
倍
政
権
と
結
託
し
て
非
正

規
労
働
者
を
増
や
し
て
い
る

だ
け
で
な
い
。
外
国
人
技
能

実
習
生
の
来
日
を
巡
る
こ
と

で
、
受
け
入
れ
企
業
を
支
援

す
る
名
の
下
（
ウ
ソ
）
に
監

理
団
体
を
派
遣
業
界
が
一
手

に
肩
代
わ
り
し
て
、
搾
取
の

謀
略
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

受
け
入
れ
企
業
を
支
援
す

る
は
ず
の
「
監
理
団
体
」
が
、

現
地
の
送
り
出
し
機
関
か
ら

不
正
な
手
数
料
（
マ
ー
ジ
ン
）

を
受
け
取
る
ケ
ー
ス
が
横
行

し
て
い
る
。
１
人
当
た
り
10

万
円
以
上
に
及
び
、
実
習
生

の
来
日
費
用
に
上
乗
せ
さ
れ

て
い
る
。
現
地
で
受
け
る
接

待
費
用
も
、
実
習
生
の
負
担

に
な
っ
て
い
る
。

竹
中
平
蔵

は
、
「
監
理
団
体
」
を
人
材
派

遣
業
界
に
肩
代
わ
り
さ
せ
よ

う
と
政
府
機
関
の
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
で
操
作
し
て
い

る
。

き
と
繰
り
返
し
た
。

あ
ま
り
も
悪
質
な
技
能
実

習
制
度
を
廃
止
し
な
い
ま
ま
、

こ
れ
に
加
え
て
新
在
留
資
格

制
度
を
認
め
れ
ば
、
外
国
人

の
人
権
侵
害
を
よ
り
一
層
拡

大
す
る
だ
け
だ
と
強
調
さ
れ

た
。

連
結
中
間
決
算
（
日
本
基
準
）

に
よ
る
と
、
売
上
高
は
１
６

４
６
億
９
２
０
０
万
円
（
前

年
同
期
比
９
．
３
％
増
）
、
営

業
利
益
は

億
３
２
０
０
万

37

円
（
同

．
５
％
増
）
、
経
常

42

利
益
は

億
３
８
０
０
万
円

35

（
同

．
３
％
増
）
、
中
間
利

34

益
は
６
億
３
１
０
０
万
円
（
同

．
２
％
増
）
と
大
幅
な
増

34益
と
な
っ
た
。
配
当
は
期
末

１
本
で
、
１
株

円
（
同
１

14

円
増
）
の
予
定
は
変
え
な
か

っ
た
。

パ
ソ
ナ
グ
ル
ー
プ
は
人
材

派
遣
の
ト
ッ
プ
企
業
で
、
会

長
に
、
竹
中
平
蔵
を
据
え
て

い
る
。
竹
中
は
安
倍
政
権
で

は
、
数
の
力
で
強
行
採

決
を
し
た
。
棗
弁
護
士

は
、
厳
し
く
糾
弾
を
し

た
。講

演
で
は
、
安
倍
政

権
は
、
労
働
力
人
口
の

減
少
に
伴
う
人
不
足
を

解
消
す
る
た
め
に
、
従

前
の
方
針
を
実
質
的
に

転
換
し
、
単
純
労
働
を

含
め
た
外
国
人
労
働
者

の
受
入
を
行
う
も
の
で

あ
り
、
こ
れ
は
移
民
制

度
を
実
施
す
る
こ
と
に

等
し
い
と
力
説
し
た
。

今
回
の
特
定
技
能
１

号
・
２
号
の
新
し
い
在

留
資
格
制
度
は
、
奴
隷


